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（2）PTAあきた

　メモリアルページ　メモリアルページ

男鹿市立鵜木小学校

男鹿市立五里合小学校 由利本荘市立亀田小学校

由利本荘市立松ヶ崎小学校

男鹿市立鵜木小学校男鹿市立鵜木小学校

大館市立雪沢小学校

由利本荘市立亀田小学校

由利本荘市立道川小学校

今年度をもって PTA 活動の
区切り（閉校）となる学校があります。

ＰＴＡ会長のコメントとともに校舎・校章を記録として残したいと思います。
①創立年月日　②児童・生徒数

　寒風山の麓、滝の頭の清流
と豊かな自然に育まれ、明治
８年五里合谷地学校として
産声を上げ、138年の歴史
ある五里合小学校もその幕
を下ろすことになりました。

　学校の先生、卒業生、地域の皆様など、たくさんの方々の深い愛情に
育てていただきました。これまで支えていただきました多くの皆様に
心から感謝申し上げます。

「夢をもち、心豊かに伸びゆく子ども」～進んで学び、よく考える子ど
も～をモットーに、これからも健やかに成長することを心から願って
います。ありがとう！『五里合小学校』

　本校は、140年の長い歴
史に幕を下ろします。閉校に
当たり、多くの地域の方から
志を賜り、深く感謝申し上げ
ます。
　亀田地域は、藩政時代から
学問を進めてきた町です。旧

藩祭は、藩政時代の流れを汲んだ行事で地域と学校が一体となり亀田町内
を練り歩きます。地域の方や保護者からは、帯結びの仕方、手踊りや太鼓・
笛の指導など子ども達に多くのご支援をいただきました。旧藩祭は、亀田
の町内を元気付け、子ども達に笑顔を与えます。地域と学校の関わりを大
事にする上でも、今後も長く引き継いで欲しいと願っております。
　亀田小学校の児童のみなさん、亀っ子精神を新設校の岩城小学校に引
き継いでくれることを期待しております。亀田小学校に関ってきた地域
住民のみなさま、保護者の皆様、本当にありがとうございました。

　鵜木小学校は、138年の歴
史を閉じることとなりまし
た。春からは統合し、「美里小
学校」としてスタートします。
　これまで鵜木小学校を支え
ていただいた多くの皆様に、
心から感謝いたします。そし

て統合しても、保護者や地区の方々の願いを大切にし、ますます発展
してくれることを願っています。

　四季折々の豊かな自然の
中、杉の香漂う美しい校舎
で沢山の子どもたちを育ん
だ雪沢小学校も、６２年の
輝かしい歴史に幕を下ろす
ことになりました。子ども
たちの様々な体験を支えて

くださった地域の皆様はじめたくさんの皆様に心から感謝いたしま
す。子どもたちは、雪沢っ子としての誇りをもち、新しい未来へ羽ばた
きます。

　創立１４０周年の年に閉
校を迎えることになりまし
た。松ヶ崎小学校は海辺に
あり、子どもたちは「潮騒健
児」「潮騒っ子」と親しまれ
てきました。また、校舎の食
堂から見える海の景色はと

ても素晴らしく、まさに海辺の学校にふさわしい校舎であったと思い
ます。これまで学校を支えていただいた多くの皆様に、心より感謝申
し上げます。

　白砂青松の地に立つ本校
も139年の歴史に幕を下ろ
します。多くの卒業生・地域
の方に愛され「より高く　や
さしく　たくましく」をモッ
トーとする道川っ子の魂は
新しい学校にもきっと引き

継がれるでしょう。ありがとう道川小学校！思い出はいつまでも・・。

① 明治 8 年 8 月 28 日
② 47 名

① 明治８年10月１日
② 43名

① 明治7年３月10日
② 40名

① 昭和27年４月１日
② 21名

① 明治7年11月16日　
② 152名　　　　　　　

① 明治6年11月1日
② 68名
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（4）PTAあきた （5）PTAあきた

●インターネットセーフティ事業
　への取り組み

　今年度、かづのPTA連合会では、県教育庁の事業である「イン
ターネットセーフティ事業」に参加し、花輪地区と小坂地区に分かれ
て合計8回にわたり講座を行いました。ネット環境（特にスマホや
ゲーム機）を使用する年代が、徐々に低年齢化し、1日の使用時間が
長くなるといった傾向がここ数年顕著になってきているなかで、わ
たしたち親はその状況を把握し、どのように対処すべきなのか、と
いうことをたくさん学びました。
　講座には、PTAだけでなく、地域の
さまざまな方々にも参加頂き、ネット
に関して、大人が少し詳しくなって、地
域の子どもたちを見守っていこうとす
る、裾野の広い観点に立って行われ
たのも今回の講座の特徴でした。
　講座を受けたなかで、まず分かったことは、ネット環境は常に
進化していて、スマホ自体の機能だけではなく、スマホで使うさま
ざまなコミュニケーションツールやサービスがどんどん新しい形
態に変わっているということ。そして、それを使う子どもたちと親
の知識の隔たりがどんどん広がっているということです。
　まずは親も使ってみよう。そう痛切に感じた今回の取り組みでした。

かづの
●「子どもの心をたくましく育てる」

　本年度の大館・北秋田ＰＴＡ連
合会研修会は「心豊かにたくましく
生きる子どもを育てるＰＴＡ活動
の創造と実践」をテーマに、約２０
０名の会員の参加を得て、９月２８
日（土）、合川体育館を会場に講演
会を開催しました。
　講師に、母子生活支援施設秋田
わかばハイム臨床心理士成田ひと
み氏をお招きし、「子どもの心をた

くましく育てることばがけ」と題し、講演をしていただきました。
　 「思春期に揺れ動くから、たくましく大人になれるという一言
を聞いて、楽になりました。子育てに指導のヒントになりました。」
　「思春期の日常そのものに関わるトラブルが子どもの心を育
てる大切な要素であることをあらためて研修しました。」「心の揺
れ動きが大事、心も身体と同じように、動くことによって鍛えられ
るというお話がとても新鮮に感じられました。今後の子育てにい
かそうと思います」等の感想が多数寄せられました。多くの会員
が子育てについて前向きに考えるよいひとときできでした。

大館北秋

●ＰＴＡの力を結集して
　今年度は県ＰＴＡ研究大会が当能代山本地区で開催の為，毎
年実施していた研修会を休止し，地区を上げて県大会開催に全
力を注ぎました。大会前日の情報交換会では，地元小・中学校の
特色あるＰＴＡ活動を紹介し情報を共有できました。当日は，多
数の参加者に支えていただき研究大会を成功に収めることがで
きたと感謝しております。
　さて，能代市山本郡ＰＴＡ連合会では，毎年地域のＰＴＡ活動
の情報誌として「連合会だより」を発行しています。今年も「つな
げよう，子どもたちに明るい未来を！」の基本理念に沿った特色
ある活動が多数報告されました。活動の様子から，子どもは地域
の宝物であり，子どもたちとの活動を通して子どもたちから元気
を貰っているＰＴＡ会員や地域の方々の様子が伺えました。
　最後に，来年度からは研
修会も再開します。今年度
の貴重な経験を生かし，Ｐ
ＴＡの力を結集し盛り上
がっていく能代山本ＰＴＡ
連合会です。

能代山本

●PTA研修会を通して
　男鹿市PTA連合会では、毎年PTA研修会を開催しています。今年度は第7回と

なり8月25日に男鹿市文化会館で100名ほどの参加者で開催されました。
　今年度の研修テーマは「今をよく生き未来へ」～「いのちの教育あったかエリア事業」を通じて～でし
た。講師を迎えて講演会を行いその後はグループ別フリートーキングが参加者全員で行われました。
　男鹿市在住で大龍寺住職の三浦賢翁さんから「何が命を救うのか」～東日本大震災ボランティア活
動から～というテーマでお話を伺いました。被災地にボランティアとして赴き、その活動を通しての様々な経験談に参加者一同、熱心
に耳を傾けていました。命の大切さ、子どもたちに対する思い、未来に向けて私たちは何を子どもたちに伝えていかなければならない
かを考えさせられる講演会でした。
　その後のフリートーキングでは、参加者それぞれの子育ての考え方も含ませながら活発な話し合いが行われました。アンケートも
実施し有意義な研修会となりました。PTA会員の様々な意見を参考にしながら次回の研修会へと繋げていけたらと思います。

男鹿市

●講演と３Ｂ体操で健康について考える
　本年度の潟南Ｐ連研修会は、事務局が五城目小にあることか
ら、五城目町ＰＴＡ連合会と共催で、１１月２３日に行われました。
会場の五城目町民センター・総合体育館には１２０名ほどの会員
が集まりました。第１部は渡部けい子氏による講演で、「健康とは」
という演題でお話いただきました。そして第２部は体育館で３Ｂ
体操の実技講習を行いました。参加くださった方からのご意見・
ご感想を紹介します。
○講演の中にもありましたが、何事も続けることが大切だと感じ

ました。自分自身が健康でなければ、子どもたちと元気に過ご
せないので、改めて「健康」について考えさせられました。

○健康について改めて考えることのできる機会になりました。で
きることを長く続け、内から湧き出る健康を手に入れたいと思
います。

○３Ｂ体操、初めて体験しました。と
ても気持ちよかったです。指導者
の皆様の表情や姿が溌剌として
いて、健康的でした。講演内容と
つながる姿でした。

潟上南秋

●「この子達に託したい秋田の未来…」
　山本久博氏講演会
　秋田市PTA連合会文化研修部では、１１月２７日（水）に「ホテ
ルメトロポリタン秋田」において、秋田県美容生活衛生同業組合
理事長で、「mode studio Q」の代表取締役、（株）風の王国（風
力発電事業の秋田県パイオニア的存在です。）推進メンバーの山
本久博先生を講師にお招きし、「この子達に託したい秋田の未
来・・」との演題でご講演いただきました。秋田市教育委員会の共
催をいただき７６名の参加者がありました。
　講演では、将来秋田を担う小中学生の学力は全国トップクラス
であることは大きな財産であり、お母様たちへの賞賛・感謝の思
い熱くご講演いただきました。また、環境問題や再生エネルギー
の活用の話、ご自身の生い立ちから現在に至る道筋、美容室を経
営する上での大事なことなど多岐にわたり、あっという間の一時
間半でした。
　当日の講演はインターネット動画サイトのユーストリームにて
放映されました。子育て、地域活性、そして秋田の将来と気付きの
多い充実した講演と
なりました。

秋田市
●交流研修会「親力アップ講演会」
　本町ＰＴＡ連合会では、会員を対象とした交流研修会を毎年
行っています。今年度は美郷町教育委員会生涯学習課の「親力
アップ講演会」を活用させていただきました。講師は教育評論家
の親野智可等さんにお願いし「今、いちばん必要な親力とは？」
というテーマで講演していただきました。
　親野さんは、公立小学校で23年間教職に就かれた経験から、
親が子どもに与える影響力がとても大きいことを痛感し、子ども
の力を伸ばすための具体的な提案をしてくださいました。
　子どもの自己肯定感を伸ばしていくためには、子どもの足りな
い部分ばかりに目をやるのではなく、その子の好きなことや熱中
できることを応援して、過不足のないサポートをしていくことが
効果的であるということや、本当の自立とは、自分のやりたいこと
を自分で見つけて、自分でやっていこうという気持ちを育ててい
くことなど、子どものやる気を引き出すたくさんのヒントを与え
ていただきました。お話ししていただいたことは、とても具体的で
すぐできるアイデアばかりで、親力を高めるたいへん有意義な会
となりました。

美郷町

●市Ｐ連『研究集会』開催
　11月16日(土)、今年度開校した鳥海小学校を会場に約200
名の参加を得て、隔年で開催されている当連合会主催『研究集
会』を開催しました。
　市及び地区の来賓の方々のご臨席のもと、『子どもを叱れない
大人たちへ』と題して、落語家である桂 才賀氏よりご講演をいた
だきました。
　桂氏は、海上自衛隊入隊後、落語家としてご活躍される一方、
法務省少年院篤志面接委員としても任命され、全国の少年院を
訪問しながら犯罪を犯した青少年と本音のつきあいを深められ
ている方でもあります。
　（“たまにはよう　叱ってみろよ　大人たち”）少年院に収容さ
れている青少年たちの‘声’（心の叫び）をも紹介しながらのご講
演は、親として、大人としてどうあるべきか、目に涙し、胸に熱いも
のを感じながらの貴重な一時でした。
　講演会後は、開校間もない真新しい校舎内見学、児童による地
域の民俗芸能アトラク
ションや統合・開校に
関わる学校及びＰＴＡ
の活動紹介など、鳥海
地区連合ＰＴＡ実行委
員は、有意義な研究集
会を創り上げてくれま
した。

由利本荘市
●講演会・情報交換会
　平成２５年１１月１５日（金）、仙北市PTA連合会「講演会・情報
交換会」を開催いたしました。
　講師には、親業訓練インストラクターである佐藤成男氏にお出
でいただき、「子どもと共に成長する親のあり方～子どもを伸ば
す親、つぶす親」をテーマにご講演いただきました。子どもを伸ば
す親の接し方や子どもの自立はばみ、親と子の関係をこわす接
し方等についてお話しいただき、自らの子育てについて改めて考
え直す貴重な時間となりました。
　その後、講師の佐藤成男氏を囲んで市内１２校のPTA役員が
一堂に会し、それぞれの子育て談義や各校の情報交換等により、
会員相互の懇親を深めることができました。
　今後も研修会や情報交換会等を実施し、各校の連携強化と子
どもたちの健全育成に向けたPTA活動の推進に努めて参りたい
と思います。
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●インターネットセーフティ事業
　への取り組み

　今年度、かづのPTA連合会では、県教育庁の事業である「イン
ターネットセーフティ事業」に参加し、花輪地区と小坂地区に分かれ
て合計8回にわたり講座を行いました。ネット環境（特にスマホや
ゲーム機）を使用する年代が、徐々に低年齢化し、1日の使用時間が
長くなるといった傾向がここ数年顕著になってきているなかで、わ
たしたち親はその状況を把握し、どのように対処すべきなのか、と
いうことをたくさん学びました。
　講座には、PTAだけでなく、地域の
さまざまな方々にも参加頂き、ネット
に関して、大人が少し詳しくなって、地
域の子どもたちを見守っていこうとす
る、裾野の広い観点に立って行われ
たのも今回の講座の特徴でした。
　講座を受けたなかで、まず分かったことは、ネット環境は常に
進化していて、スマホ自体の機能だけではなく、スマホで使うさま
ざまなコミュニケーションツールやサービスがどんどん新しい形
態に変わっているということ。そして、それを使う子どもたちと親
の知識の隔たりがどんどん広がっているということです。
　まずは親も使ってみよう。そう痛切に感じた今回の取り組みでした。

かづの
●「子どもの心をたくましく育てる」

　本年度の大館・北秋田ＰＴＡ連
合会研修会は「心豊かにたくましく
生きる子どもを育てるＰＴＡ活動
の創造と実践」をテーマに、約２０
０名の会員の参加を得て、９月２８
日（土）、合川体育館を会場に講演
会を開催しました。
　講師に、母子生活支援施設秋田
わかばハイム臨床心理士成田ひと
み氏をお招きし、「子どもの心をた

くましく育てることばがけ」と題し、講演をしていただきました。
　 「思春期に揺れ動くから、たくましく大人になれるという一言
を聞いて、楽になりました。子育てに指導のヒントになりました。」
　「思春期の日常そのものに関わるトラブルが子どもの心を育
てる大切な要素であることをあらためて研修しました。」「心の揺
れ動きが大事、心も身体と同じように、動くことによって鍛えられ
るというお話がとても新鮮に感じられました。今後の子育てにい
かそうと思います」等の感想が多数寄せられました。多くの会員
が子育てについて前向きに考えるよいひとときできでした。

大館北秋

●ＰＴＡの力を結集して
　今年度は県ＰＴＡ研究大会が当能代山本地区で開催の為，毎
年実施していた研修会を休止し，地区を上げて県大会開催に全
力を注ぎました。大会前日の情報交換会では，地元小・中学校の
特色あるＰＴＡ活動を紹介し情報を共有できました。当日は，多
数の参加者に支えていただき研究大会を成功に収めることがで
きたと感謝しております。
　さて，能代市山本郡ＰＴＡ連合会では，毎年地域のＰＴＡ活動
の情報誌として「連合会だより」を発行しています。今年も「つな
げよう，子どもたちに明るい未来を！」の基本理念に沿った特色
ある活動が多数報告されました。活動の様子から，子どもは地域
の宝物であり，子どもたちとの活動を通して子どもたちから元気
を貰っているＰＴＡ会員や地域の方々の様子が伺えました。
　最後に，来年度からは研
修会も再開します。今年度
の貴重な経験を生かし，Ｐ
ＴＡの力を結集し盛り上
がっていく能代山本ＰＴＡ
連合会です。

能代山本

●PTA研修会を通して
　男鹿市PTA連合会では、毎年PTA研修会を開催しています。今年度は第7回と

なり8月25日に男鹿市文化会館で100名ほどの参加者で開催されました。
　今年度の研修テーマは「今をよく生き未来へ」～「いのちの教育あったかエリア事業」を通じて～でし
た。講師を迎えて講演会を行いその後はグループ別フリートーキングが参加者全員で行われました。
　男鹿市在住で大龍寺住職の三浦賢翁さんから「何が命を救うのか」～東日本大震災ボランティア活
動から～というテーマでお話を伺いました。被災地にボランティアとして赴き、その活動を通しての様々な経験談に参加者一同、熱心
に耳を傾けていました。命の大切さ、子どもたちに対する思い、未来に向けて私たちは何を子どもたちに伝えていかなければならない
かを考えさせられる講演会でした。
　その後のフリートーキングでは、参加者それぞれの子育ての考え方も含ませながら活発な話し合いが行われました。アンケートも
実施し有意義な研修会となりました。PTA会員の様々な意見を参考にしながら次回の研修会へと繋げていけたらと思います。

男鹿市

●講演と３Ｂ体操で健康について考える
　本年度の潟南Ｐ連研修会は、事務局が五城目小にあることか
ら、五城目町ＰＴＡ連合会と共催で、１１月２３日に行われました。
会場の五城目町民センター・総合体育館には１２０名ほどの会員
が集まりました。第１部は渡部けい子氏による講演で、「健康とは」
という演題でお話いただきました。そして第２部は体育館で３Ｂ
体操の実技講習を行いました。参加くださった方からのご意見・
ご感想を紹介します。
○講演の中にもありましたが、何事も続けることが大切だと感じ

ました。自分自身が健康でなければ、子どもたちと元気に過ご
せないので、改めて「健康」について考えさせられました。

○健康について改めて考えることのできる機会になりました。で
きることを長く続け、内から湧き出る健康を手に入れたいと思
います。

○３Ｂ体操、初めて体験しました。と
ても気持ちよかったです。指導者
の皆様の表情や姿が溌剌として
いて、健康的でした。講演内容と
つながる姿でした。

潟上南秋

●「この子達に託したい秋田の未来…」
　山本久博氏講演会
　秋田市PTA連合会文化研修部では、１１月２７日（水）に「ホテ
ルメトロポリタン秋田」において、秋田県美容生活衛生同業組合
理事長で、「mode studio Q」の代表取締役、（株）風の王国（風
力発電事業の秋田県パイオニア的存在です。）推進メンバーの山
本久博先生を講師にお招きし、「この子達に託したい秋田の未
来・・」との演題でご講演いただきました。秋田市教育委員会の共
催をいただき７６名の参加者がありました。
　講演では、将来秋田を担う小中学生の学力は全国トップクラス
であることは大きな財産であり、お母様たちへの賞賛・感謝の思
い熱くご講演いただきました。また、環境問題や再生エネルギー
の活用の話、ご自身の生い立ちから現在に至る道筋、美容室を経
営する上での大事なことなど多岐にわたり、あっという間の一時
間半でした。
　当日の講演はインターネット動画サイトのユーストリームにて
放映されました。子育て、地域活性、そして秋田の将来と気付きの
多い充実した講演と
なりました。

秋田市
●交流研修会「親力アップ講演会」
　本町ＰＴＡ連合会では、会員を対象とした交流研修会を毎年
行っています。今年度は美郷町教育委員会生涯学習課の「親力
アップ講演会」を活用させていただきました。講師は教育評論家
の親野智可等さんにお願いし「今、いちばん必要な親力とは？」
というテーマで講演していただきました。
　親野さんは、公立小学校で23年間教職に就かれた経験から、
親が子どもに与える影響力がとても大きいことを痛感し、子ども
の力を伸ばすための具体的な提案をしてくださいました。
　子どもの自己肯定感を伸ばしていくためには、子どもの足りな
い部分ばかりに目をやるのではなく、その子の好きなことや熱中
できることを応援して、過不足のないサポートをしていくことが
効果的であるということや、本当の自立とは、自分のやりたいこと
を自分で見つけて、自分でやっていこうという気持ちを育ててい
くことなど、子どものやる気を引き出すたくさんのヒントを与え
ていただきました。お話ししていただいたことは、とても具体的で
すぐできるアイデアばかりで、親力を高めるたいへん有意義な会
となりました。

美郷町

●市Ｐ連『研究集会』開催
　11月16日(土)、今年度開校した鳥海小学校を会場に約200
名の参加を得て、隔年で開催されている当連合会主催『研究集
会』を開催しました。
　市及び地区の来賓の方々のご臨席のもと、『子どもを叱れない
大人たちへ』と題して、落語家である桂 才賀氏よりご講演をいた
だきました。
　桂氏は、海上自衛隊入隊後、落語家としてご活躍される一方、
法務省少年院篤志面接委員としても任命され、全国の少年院を
訪問しながら犯罪を犯した青少年と本音のつきあいを深められ
ている方でもあります。
　（“たまにはよう　叱ってみろよ　大人たち”）少年院に収容さ
れている青少年たちの‘声’（心の叫び）をも紹介しながらのご講
演は、親として、大人としてどうあるべきか、目に涙し、胸に熱いも
のを感じながらの貴重な一時でした。
　講演会後は、開校間もない真新しい校舎内見学、児童による地
域の民俗芸能アトラク
ションや統合・開校に
関わる学校及びＰＴＡ
の活動紹介など、鳥海
地区連合ＰＴＡ実行委
員は、有意義な研究集
会を創り上げてくれま
した。

由利本荘市
●講演会・情報交換会
　平成２５年１１月１５日（金）、仙北市PTA連合会「講演会・情報
交換会」を開催いたしました。
　講師には、親業訓練インストラクターである佐藤成男氏にお出
でいただき、「子どもと共に成長する親のあり方～子どもを伸ば
す親、つぶす親」をテーマにご講演いただきました。子どもを伸ば
す親の接し方や子どもの自立はばみ、親と子の関係をこわす接
し方等についてお話しいただき、自らの子育てについて改めて考
え直す貴重な時間となりました。
　その後、講師の佐藤成男氏を囲んで市内１２校のPTA役員が
一堂に会し、それぞれの子育て談義や各校の情報交換等により、
会員相互の懇親を深めることができました。
　今後も研修会や情報交換会等を実施し、各校の連携強化と子
どもたちの健全育成に向けたPTA活動の推進に努めて参りたい
と思います。
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湯沢雄勝

●「～共に創る 考え開く～『語ろう！かだろ！』」
　本市ＰＴＡ連合会では、家庭や学校（園）、地域における子ども
たちの健全な育成を目的として、各種研修会を実施しております。
　今年度１回目の研修会では、秋田ノーザンハピネッツ「テクニカ
ル・ディレクター」の長谷川誠氏をお迎えして「バスケットを通し
て見えた『世界』」と題して、ご自身の体験をもとに「自己コント
ロール」することや強い
意志を持つことの重要
性についてお話しいた
だきました。
　２回目の研修会で
は、「連携・協働」をキー
ワードとし地域社会に
開かれた学校づくりを
目指し『コラボ・スクー
ル』を展開している太
田南小学校への研修視察を行いました。子どもたちが目を輝か
せて生き生きと学習に取り組む授業の参観や地域の方々との連
携の仕方などについての協議会等、実り多い研修会となりまし
た。
　この後３回目の研修会として、県の学習状況調査結果に基づく
子どもたちの学力等の状況について市としての分析結果の報告
や情報モラル教育に関するご講演をいただく研修会を予定して
います。

大仙市
●研究集会「大人が支える！インターネット
　セーフティの推進」
　11月30日、平鹿生涯学習センターを会場に、「平成25年度
横手市ＰＴＡ連合会研究集会、ははおや・ちちおや研修会
2013」が行われました。
　当日は、たくさんのご来賓と市Ｐ連傘下の市内小・中学校のＰＴ
Ａ会員約150人の参加者を得て、講演会が行われました。
　講師には、秋田県教育庁生涯学習課の森川勝栄氏をお招き
し、『 大人が支える！インターネットセーフティの推進』と題して、
家庭を中心にしながら、社会全体で子どもたちをインターネット
による有害情報やトラブルなどから守り、インターネットを健全
に利用できるよう、秋田県の現状やトラブルなどの事例も交えな
がら、安全で安心な利用環境について、会場の会員の皆さんと考
える機会となりました。
　これまでは、有害図書や携帯電話を通じての有害な情報から
できるだけ避けるというような「守る」視点のみ強調されてきまし
たが、ここ数年の大きな
環境変化により、イン
ターネットを利用する必
要がある時代になった
という背景から、健全に
利用できる環境を私た
ち大人が、学校・地域と
一体となって作り上げて
いく必要があるようで
す。

横手市

●トーク＆ライブで盛り上がった講演会
　本連合会では、毎年会員を対象として講演会を開催しています。
　今年度は、元『オフコース』ドラマーの大間ジロー氏を講師として
お招きし、『大間ジロー　トーク＆ライブ～新しい時代と子どもたち
のために～』の演題で、象潟中学校を会場として行われました。
　大間氏は、将来教師になろうと勉強してましたが、その当時、本
物の演奏を聴くために母親にお願いして東京まで行かせてもら
い、そこで聴衆を魅了する生演奏の迫力とすばらしさに大きな影
響を受け、音楽の世界で生きていこうと決心したそうです。「あの
時、母親が応援してくれなかったら、今日の自分はいない。自分の
子どもを心配せず、信頼してほしい。」「ピッと感じたらパッと行動
することの大切さ」と熱く語られました。
　会員からは、「親として子どもを心配することが多いが、これか
らは子どもを信頼していきたい。」「子どもの可能性を信じて応援
していきたい。」等の感想が寄せられました。
　最後に、大間氏のドラ
ム生演奏が披露され、巧
みなスティックさばきに
圧 倒されました。オフ
コースの解散公演のＤＶ
Ｄも視聴することがで
き、「トーク＆ライブ」を
満喫したとても有意義な
会となりました。

●研究集会「子育てについて考える」
　８月３１日（土）、東成瀬村地域交流センター「ゆるるん」におい
て、郡Ｐ連研究集会が開催された。今年度は本郡市の研究主題の
もと、「子育て」に関する講演会を実施した。
　講師は、静岡英和学院大学教授佐々木光郎先生。演題は、「育て
よう　健やかな子どもを！─非行の子どもと向き合って３０余年
─」である。
　当日は、講演会に２００名程の参加者があり、盛会裡に終える
ことができた。講演では、佐々木先生がこれまでの体験をもとに、
今、親は何をしたらよいのかなどについて具体的な事例をあげ
ながら分かりやすくお話してくださった。参会者にとってはこれか
らの子育てについてじっくり考える機会となった。示唆に富むお
話を聞くことができた。
　講演会に参加した方々からは、「ユーモアあふれるお話で楽し
い時間となった。」「食育や家庭の大切さを再認識することができ
た。」　「理想的家庭などは存在しないというお話を聞き、すごく
楽になった。」などの感想が寄せられた。

にかほ市

■ 児童・生徒の補償
　   ●　家庭内でのケガ、スポ少活動中のケガ、
　　  登下校中のケガなど学校管理下外で被ったケガに対する補償
　   ●　ボールなどで遊んでいて窓や車を傷つけた、メガネがこわれた等の補償

■ PTA会員の補償
　   ●　PTAが 主催（共済）した行事に参加し活動中に被ったケガに対する補償 
　   ●　PTAが主催した行事の活動中に人の身体や物品に損害を与え、法的な責任を負った場合の補償

児童・生徒・PTA総合補償保険のご案内
秋田県 PTA 安全互助会は、児童・生徒の健やかな成長と

PTA 会員が安心してできる PTA 活動を願って、補償保険事業を行っています。

お問い合わせ   秋田県PTA安全互助会  TEL 018-824-7938 / FAX 018-824-7935

ケガが治っていたら、保険金請求の手続きをお願いいたします。

平成26年度の｢加入のご案内｣について3月中旬に各単位PTAあてにお送りいた
します。安全互助会の趣旨をご理解いただき、特に未加入校におかれましては、役
員会等でご検討いただきますよう、よろしくお願いいたします。

忘れていませんか？

加 入 の お 願 い

平成 26 年度

お支払いする保険金

● このご案内はごく簡単な説明です。児童・生徒・PTA総合補償保険の詳細につき
　 ましては、安全互助会にご照会ください。

①学校契約団体傷害保険 ②PTA団体傷害保険

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金

手術保険金

80万円

障害の程度により
32,000円～800,000円

110万円

障害の程度により
44,000円～1,100,000円

通院保険金

1,100円×入院日数
（180日が限度）

1,500円×入院日数
（180日が限度）

入院中　11,000円
入院外　  5,500円

入院中　15,000円
入院外　  7,500円

700円×入院日数
（90日が限度）

１名につき3,000万円を
限度、１事故につき３億円
を限度とします。 保険期間中を通じ全体で

500万円を限度とします。
１回の事故につき200万
円を限度とします。

1,000円×入院日数
（90日が限度）

③ＰＴＡ主催行事の賠償事故

ＰＴＡ諸事業に伴う賠償事故

対 　 人 　 賠 　 償
（他人にケガをさせた場合）

対 　 物 　 賠 　 償
（他人の物を壊した場合）

借用物の損壊等による賠償事故

被害者に対して支払う損害賠償金、訴訟になった場合の費用等について80万円を
限度にお支払いいたします。

④児童・生徒の賠償事故

保護者から学校に連絡
↓

学校から関係書類一式をもらいます
↓

事故発生通知書を作成し学校に提出
↓

学校から通知書を安全互助会に送付

事故発生

ケガの完治後、事故の解決後

保 険 請 求 手 続 き

請求書類に学校から
証明職印をもらいます

↓
専用封筒（切手不要）で
保険会社に送付します

↓
保険金が指定口座に振り込まれます
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湯沢雄勝

●「～共に創る 考え開く～『語ろう！かだろ！』」
　本市ＰＴＡ連合会では、家庭や学校（園）、地域における子ども
たちの健全な育成を目的として、各種研修会を実施しております。
　今年度１回目の研修会では、秋田ノーザンハピネッツ「テクニカ
ル・ディレクター」の長谷川誠氏をお迎えして「バスケットを通し
て見えた『世界』」と題して、ご自身の体験をもとに「自己コント
ロール」することや強い
意志を持つことの重要
性についてお話しいた
だきました。
　２回目の研修会で
は、「連携・協働」をキー
ワードとし地域社会に
開かれた学校づくりを
目指し『コラボ・スクー
ル』を展開している太
田南小学校への研修視察を行いました。子どもたちが目を輝か
せて生き生きと学習に取り組む授業の参観や地域の方々との連
携の仕方などについての協議会等、実り多い研修会となりまし
た。
　この後３回目の研修会として、県の学習状況調査結果に基づく
子どもたちの学力等の状況について市としての分析結果の報告
や情報モラル教育に関するご講演をいただく研修会を予定して
います。

大仙市
●研究集会「大人が支える！インターネット
　セーフティの推進」
　11月30日、平鹿生涯学習センターを会場に、「平成25年度
横手市ＰＴＡ連合会研究集会、ははおや・ちちおや研修会
2013」が行われました。
　当日は、たくさんのご来賓と市Ｐ連傘下の市内小・中学校のＰＴ
Ａ会員約150人の参加者を得て、講演会が行われました。
　講師には、秋田県教育庁生涯学習課の森川勝栄氏をお招き
し、『 大人が支える！インターネットセーフティの推進』と題して、
家庭を中心にしながら、社会全体で子どもたちをインターネット
による有害情報やトラブルなどから守り、インターネットを健全
に利用できるよう、秋田県の現状やトラブルなどの事例も交えな
がら、安全で安心な利用環境について、会場の会員の皆さんと考
える機会となりました。
　これまでは、有害図書や携帯電話を通じての有害な情報から
できるだけ避けるというような「守る」視点のみ強調されてきまし
たが、ここ数年の大きな
環境変化により、イン
ターネットを利用する必
要がある時代になった
という背景から、健全に
利用できる環境を私た
ち大人が、学校・地域と
一体となって作り上げて
いく必要があるようで
す。

横手市

●トーク＆ライブで盛り上がった講演会
　本連合会では、毎年会員を対象として講演会を開催しています。
　今年度は、元『オフコース』ドラマーの大間ジロー氏を講師として
お招きし、『大間ジロー　トーク＆ライブ～新しい時代と子どもたち
のために～』の演題で、象潟中学校を会場として行われました。
　大間氏は、将来教師になろうと勉強してましたが、その当時、本
物の演奏を聴くために母親にお願いして東京まで行かせてもら
い、そこで聴衆を魅了する生演奏の迫力とすばらしさに大きな影
響を受け、音楽の世界で生きていこうと決心したそうです。「あの
時、母親が応援してくれなかったら、今日の自分はいない。自分の
子どもを心配せず、信頼してほしい。」「ピッと感じたらパッと行動
することの大切さ」と熱く語られました。
　会員からは、「親として子どもを心配することが多いが、これか
らは子どもを信頼していきたい。」「子どもの可能性を信じて応援
していきたい。」等の感想が寄せられました。
　最後に、大間氏のドラ
ム生演奏が披露され、巧
みなスティックさばきに
圧 倒されました。オフ
コースの解散公演のＤＶ
Ｄも視聴することがで
き、「トーク＆ライブ」を
満喫したとても有意義な
会となりました。

●研究集会「子育てについて考える」
　８月３１日（土）、東成瀬村地域交流センター「ゆるるん」におい
て、郡Ｐ連研究集会が開催された。今年度は本郡市の研究主題の
もと、「子育て」に関する講演会を実施した。
　講師は、静岡英和学院大学教授佐々木光郎先生。演題は、「育て
よう　健やかな子どもを！─非行の子どもと向き合って３０余年
─」である。
　当日は、講演会に２００名程の参加者があり、盛会裡に終える
ことができた。講演では、佐々木先生がこれまでの体験をもとに、
今、親は何をしたらよいのかなどについて具体的な事例をあげ
ながら分かりやすくお話してくださった。参会者にとってはこれか
らの子育てについてじっくり考える機会となった。示唆に富むお
話を聞くことができた。
　講演会に参加した方々からは、「ユーモアあふれるお話で楽し
い時間となった。」「食育や家庭の大切さを再認識することができ
た。」　「理想的家庭などは存在しないというお話を聞き、すごく
楽になった。」などの感想が寄せられた。

にかほ市

■ 児童・生徒の補償
　   ●　家庭内でのケガ、スポ少活動中のケガ、
　　  登下校中のケガなど学校管理下外で被ったケガに対する補償
　   ●　ボールなどで遊んでいて窓や車を傷つけた、メガネがこわれた等の補償

■ PTA会員の補償
　   ●　PTAが 主催（共済）した行事に参加し活動中に被ったケガに対する補償 
　   ●　PTAが主催した行事の活動中に人の身体や物品に損害を与え、法的な責任を負った場合の補償

児童・生徒・PTA総合補償保険のご案内
秋田県 PTA 安全互助会は、児童・生徒の健やかな成長と

PTA 会員が安心してできる PTA 活動を願って、補償保険事業を行っています。

お問い合わせ   秋田県PTA安全互助会  TEL 018-824-7938 / FAX 018-824-7935

ケガが治っていたら、保険金請求の手続きをお願いいたします。

平成26年度の｢加入のご案内｣について3月中旬に各単位PTAあてにお送りいた
します。安全互助会の趣旨をご理解いただき、特に未加入校におかれましては、役
員会等でご検討いただきますよう、よろしくお願いいたします。

忘れていませんか？

加 入 の お 願 い

平成 26 年度

お支払いする保険金

● このご案内はごく簡単な説明です。児童・生徒・PTA総合補償保険の詳細につき
　 ましては、安全互助会にご照会ください。
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